
☆ 前号でご説明した「分析」の子どもたちの例です。「なぜ間違えたのか。」「自分の間違いを見直そう。」と，

考えたことを文字に表すことで，自分の学習を客観的に見直すことができていますね。それにより，「今後どう

すればよいか。」と学びを次につなげている様子が伺えます。 


